
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
秦
野
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
の

改
修
工
法
の
変
更
に
伴
う
補
正
予
算
を
可
決

議
案
審
議
議
案
審
議
は

７
面
に
も
掲
載

（

）

第3回（9月）定例月会議
　
第
３
回
（
９
月
）
定
例
月
会
議
は
、
９
月
４
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
の
29
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
月
会
議
で
は
、
決
算
の
認
定
（
２・
３
面
に
内
容
を
掲
載
）
や
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
等
22
件
（
う
ち
、
報
告
３
件
）
を
審
議
し
ま

し
た
。 令

和
５
年
度
決
算
を
認
定

令
和
５
年
度
決
算
を
認
定

令
和
５
年
度
決
算
を
認
定

令
和
５
年
度
決
算
を
認
定

議
案
第
49
号　
令
和
６
年
度
秦
野
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て

▼
提
案
理
由

　

台
風
第
10
号
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

農
地
や
市
道
な
ど
の
復
旧
の
た
め
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
６
５
８
万
１

千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

▼
補
正
予
算
の
概
要

○
被
災
住
宅
応
急
修
理
事
業
費

　

災
害
救
助
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
令

和
６
年
８
月
30
日
付
け
で
、
県
か
ら
救

助
に
関
す
る
事
務
の
一
部
の
委
任
を
受

け
た
こ
と
に
伴
い
、
被
災
し
た
住
宅
の

応
急
修
理
を
実
施
す
る
も
の
。

○
農
地
災
害
復
旧
工
事
補
助
金

　

被
災
し
た
農
地
の
復
旧
工
事
に
係
る

経
費
の
一
部
を
支
援
す
る
も
の
。

議
案
第
50
号　
令
和
６
年
度
秦
野
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て

▼
提
案
理
由

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
13
億
９
５
７
７

万
２
千
円
を
減
額
す
る
と
と
も
に
、
継

続
費
の
廃
止
お
よ
び
地
方
債
の
変
更
を

行
う
も
の
。

▼
補
正
予
算
の
概
要

　

令
和
６
年
度
か
ら
２
か
年
の
継
続
事

業
と
し
て
い
た
特
定
天
井
改
修
等
工
事

に
つ
い
て
、
入
札
を
２
度
実
施
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
不
調
や
中
止
と
な
っ
た
。
計

画
し
て
い
た
改
修
工
法
で
は
、
人
件
費

な
ど
の
高
騰
に
よ
り
、
経
費
の
増
額
が

必
要
と
な
る
こ
と
に
加
え
、
休
館
期
間

の
長
期
化
に
よ
る
利
用
者
へ
の
影
響
を

鑑
み
、
新
た
な
改
修
工
法
へ
変
更
す
る

こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
６
年
度

の
当
初
予
算
に
計
上
し
た
、
特
定
天
井

○
観
光
施
設
維
持
管
理
費

　

土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
弘

法
山
公
園
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
の

補
修
工
事
を
実
施
す
る
も
の
。

○
市
道
維
持
補
修
工
事
等
経
費

　

土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
市

道
に
つ
い
て
、
早
急
に
復
旧
工
事
を
実

施
す
る
た
め
、
既
決
予
算
を
振
り
替
え

て
執
行
し
た
こ
と
か
ら
、
当
初
予
算
で

計
画
し
て
い
た
事
業
を
執
行
す
る
に
当

た
り
、
振
り
替
え
た
予
算
額
を
追
加
す

る
も
の
。

○
自
然
災
害
対
策
事
業
補
助
金

　

土
砂
の
流
入
や
倒
木
に
よ
る
住
宅
な

ど
へ
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
撤
去
費
用
に
係
る
「
風
水
害

に
よ
る
土
砂
及
び
倒
木
撤
去
費
用
助
成

金
」
の
申
請
件
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ

改
修
等
工
事
及
び
施
工
監
理
に
係
る
委

託
業
務
の
経
費
を
減
額
し
、
設
定
済
の

継
続
費
を
廃
止
す
る
一
方
で
、
新
た
な

改
修
工
法
の
実
施
設
計
委
託
業
務
に
係

る
経
費
を
追
加
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問
　
入
札
が
不
調
や
中
止
に
な
っ
た
理

由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
の
改
修
工
法
で
は
、
設

備
関
係
の
改
修
項
目
も
多
く
含
ま
れ
、

設
備
工
事
費
用
が
予
想
を
は
る
か
に
上

回
る
高
騰
が
続
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

大
き
な
要
因
で
あ
る
。

問
　
今
後
の
想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

の
よ
う
か
。

答　
６
年
度
中
に
再
設
計
を
行
い
、
７

年
４
月
に
入
札
、
７
月
か
ら
工
事
着
手
、

８
年
３
月
ま
で
の
工
期
を
想
定
し
て
い

市道７号線の崩落箇所（南矢名）
令和8年3月まで休館となるクアーズテック
秦野カルチャーホール（文化会館）

令和6年（2024年）11月10日（日）
発行：秦野市議会　編集：議会報編集委員会
〒257－8501 神奈川県秦野市桜町一丁目３番２号
☎0463-82-9652

第254号

秦野市議会 こちらからも
アクセスできます

◆議案審議 １・７面
◆決算審査 ２・３面
◆一般質問 ４・５・６・７面
◆陳情・意見書 ７面
◆審議結果一覧表 ２・７・８面

主 な 内 容

台
風
第
10
号
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農
地
や

市
道
な
ど
の
復
旧
の
た
め
の
補
正
予
算
を
可
決

る
。

問
　
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
秦
野
カ
ル
チ
ャ

ー
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）
は
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
が
、
指
定
管

理
者
へ
の
説
明
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
指
定
管
理
者
を
募
集
す
る
際
、
工

事
お
よ
び
休
館
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
伝
え
て
い
る
ほ
か
、
改
修
方
法
の
検

討
を
行
う
た
め
の
会
議
に
指
定
管
理
者

も
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
ま
め
な

説
明
を
行
う
な
ど
、
適
時
適
切
な
情
報

共
有
に
努
め
て
い
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

議会だよりへの意見を
お待ちしております

5 月と 11月発行号の表紙写真については、市内県立高等学校写真部の生徒の作品を掲載しています。

『彩り夜空』撮影者：県立秦野高等学校写真部　宇山 琉愛さん（撮影場所　秦野駅前（まほろば大橋））

る
た
め
、
追
加
す
る
も
の
。

▼
本
会
議
で
の
主
な
質
疑

問
　
今
回
の
災
害
救
助
法
に
適
用
さ
れ

た
生
活
復
旧
措
置
の
た
め
の
支
援
体
制

メ
ニ
ュ
ー
を
ど
の
よ
う
に
情
報
提
供
し

た
の
か
。
ま
た
そ
れ
に
係
る
課
題
は
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
に
目
立
つ
よ
う
配
置
し
、
案
内
を
し

た
。
改
め
て
緊
急
時
は
よ
り
分
か
り
や

す
い
情
報
発
信
の
工
夫
が
必
要
だ
と
感

じ
て
い
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

令和7年1月 市制施行70周年



はだの議会だより 令和 6年（2024 年）11 月10日（日）  第 254号〘2〙

妊娠・出産環境の整備について
問　産科有床診療所の整備支援の取
り組み状況とその効果はどのようか。
答　関係機関との協議を進めるとと
もに、上限１億円の補助制度の創設
などにより、令和５年 11月に産科
有床診療所の開設を実現することが
できた。

地球温暖化対策の推進について
問　市域全体への働きかけや、市役
所の取り組みなど各種事業を推進し
た結果、二酸化炭素排出量をどの程
度削減することができたのか。
答　市域全体では、令和３年度実績
で、平成25年度と比べ25.8％、市
役所の事務事業では、令和５年度実
績で、平成25年度と比べ33.7％の
二酸化炭素排出量を削減することが
できた。

表丹沢魅力づくり構想の推進
について

問　表丹沢で楽しむことのできる体
験コンテンツを担う人材として、Ｏ
ＭＯＴＡＮガイドの育成に取り組ん
だとのことだが、その目的とガイド
の運用状況はどのようか。
答　来訪者の満足度を高め、２度、
３度と訪れたくなるような体験コン
テンツを提供できる人材としての活
躍を目的とするＯＭＯＴＡＮガイド
の育成に取り組んだ。最終的に 14
人の参加者のうち、11人をＯＭＯ

令和5年度
決算審査

　一般会計、３特別会計（国民健康保険事業、介護保険事業、
後期高齢者医療事業）、２企業会計（水道事業、公共下水道事業）
に係る令和５年度決算審査を行いましたので、その要旨をお知
らせします。
　審査は総括質疑、歳入の質疑を行ったほか、３つの分科会
（総務、文教福祉、環境都市）で、それぞれの所管事業ごとに
審査しました。

総 質括 疑
ＴＡＮガイドに認定し、そのうち３
人は令和６年４月の丹沢まつりで案
内人としてデビューし、アンケート
では大変良かったとの声が届いてい
る。

駅周辺市街地の取り組みについて
問　秦野駅北口周辺における、令和
５年度の社会実験では、どのような
成果や課題が導き出されたのか。
答　７月に実施の際は周辺店舗への
回遊性を高める効果があることなど
を確認し、11月に実施の際は景観を
生かした空間づくりに滞留時間を延
ばす効果があることなどを確認した。
課題は利用者ニーズを踏まえた実施
方法を検討する必要があること、時
間帯で一時的な渋滞が発生したため、
周辺道路への対応を検討する必要が
あることと考えている。

寄附金について
問　本市と同程度の人口規模であり
ながら、多額のふるさと寄附金を集
めている自治体もある。その差を埋
めるために、本市も新たな取り組み
が必要と思うがどうか。
答　業務運営について、外部委託す
る自治体も多くある中、本市は職員
がほぼ全ての業務を行っている。こ
のため、業務運営の戦略的な展開に
やや欠ける面がある。このことから、
他の自治体の取り組みや専門事業者
の意見を参考に改善を図っていく。

水 道 事 業 会 計
管路耐震化・更新事業費について
問　水道の耐震化率と今後の見通し
はどのようか。
答　令和５年度末の基幹管路の耐震
化率は、52.3％と、はだの上下水
道ビジョンにおける計画値の 48.9
％を上回っている。今後も、計画の
最終年度である12年度末の耐震化
率 61.9％を目指し、着実に進めて
いく。

▼採決の結果
　委員会　可決および認定（賛成全員）
　本会議　可決および認定（賛成多数）

公共下水道事業会計

▼採決の結果
　委員会　可決および認定（賛成全員）
　本会議　可決および認定（賛成多数）

国民健康保険事業特別会計

▼採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

後期高齢者医療事業特別会計
１日人間ドック事業費について

問　体力的に１日人間ドックを受検
することができない場合の対応はど
のようか。
答　１日人間ドックの受検が難しい
場合は、検査項目が少なく、時間も
短い後期高齢者健康診査を案内して
いる。

▼採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

介護保険事業特別会計
認知症地域支援・ケア向上

事業費について
問　各地域高齢者支援センターには、
認知症地域支援推進員を１人配置し
ているとのことだが、年齢や認知症
への不安から、運転免許証を返納せ
ざるを得なかった高齢者に対する相
談支援の体制はどのようか。
答　神奈川県警と認知症の恐れがあ
る高齢者の情報を共有する協定を締
結し、18人の相談に対応した。差
し迫った問題はなかったが、地域高
齢者支援センターの紹介などを行っ
た。

▼採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

歳入 質疑の

決算に係る採決の結果

区
分

議案
番号 　　件　　名

採
決
の
結
果

志政会 創和会・市民クラブ ともにつくる秦野 公明党 無所属
小
菅
基
司

高
橋
文
雄

風
間
正
子

川
口
　
薫

今
井
　
実

相
原
　
學

中
村
知
也

福
森
真
司

横
溝
泰
世

阿
蘇
佳
一

大
野
祐
司

八
尋
伸
二

小
山
田
良
弘

大
塚
　
毅

古
木
勝
久

原
　
　
聡

桑
原
昌
之

田
中
め
ぐ
み

中
村
英
仁

横
山
む
ら
さ
き

間
地
　
薫

伊
藤
大
輔

吉
村
慶
一

石
川
　
潤

市
長
提
出
議
案

第34号 令和５年度秦野市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● 〇議
長
（
※
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

〇 ● 〇 ●

第35号 令和５年度秦野市水道事業会計利益剰余金の処分及び決算の認定について 可決
認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

第36号 令和５年度秦野市公共下水道事業会計利益剰余金の処分及び決算の認定につ
いて

可決
認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

第37号 令和５年度秦野市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

第38号 令和５年度秦野市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

第39号 令和５年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

○：賛成　　●：反対

▲

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

議案などの資料は、
秦野市議会ホームページで
ご覧いただけます。

令和５年度各会計決算額
会 計 区 分 歳　　入 歳　　出

一 般 会 計 596億 6,687万円 570億 9,484万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 172億 4,026万円 171億 8,775万円

介 護 保 険 事 業 137億 4,080万円 135億 4,067万円

後期高齢者医療事業 28億 9,039万円 27億 2,329万円

地
方
公
営

企
業
会
計

水 道 事 業 33億 637万円 34億 1,553万円

公 共 下 水 道 事 業 48億 7,963万円 51億 3,892万円

合　　　計 1,017億 2,430万円 991億 97万円

※令和４年度と比べると、歳入決算額は25億6,532万円の増（プラス2.6％）、歳出決算額は32
億5,224万円の増（プラス3.4％）でした。

令和５年11月に開設した産科有床診療所

まちなかを楽しむための社会実験
（秦野駅北口）
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一 会般 計
総 務 分 科 会
電算システム業務費について
問　令和５年 10月から、本庁舎の
住民票や税証明などの発行窓口に、
各種電子マネーでの支払いが可能な
キャッシュレス決済のセルフレジを
戸籍住民課および資産税課に導入し
たが、利用１件当たりのシステム費
用および利用状況はどのようか。
答　機器の諸費用は、月額 89,320
円、月平均利用件数が、約 8,700 件
であるため、１件当たりの費用は約
10円となる。また、キャッシュレス
決済の利用率は、約 18％で、月平
均約 1,500 件となっている。今後、
さらに利用率が向上するよう取り組
みを推進していく。

普通財産管理費について
問　市有地の管理は、間口が小さい
など、管理が難しい土地が多く、苦
慮していると聞くが、活用のない土
地については、売買や賃借して、有
効活用すべきと考える。令和５年度
の実績はどのようか。
答　当面活用のない土地については、
有償で貸し付けを行い、５年度の実
績は、土地貸付収入として約 3,000
万円を得ていることに加え、貸付者
が買取りを希望した土地などは、売
却し、約 6,200 万円の収入を得た。

今後も、方針に基づき、適正な利活
用と維持管理に努めていく。
要望　事業用地や残地、また立地の
悪い場所など、活用が難しい土地も
多いが、民間への貸し付けや自治会
など、地域で有効に活用できる土地
となるように努めてほしい。

非常配備経費について
問　避難所の状況や被害状況などの
災害情報をＷｅｂ上でリアルタイム
に提供する秦野市総合防災情報シス
テムに、物資管理機能や気象データ
機能を追加したとのことであるが、
その効果はどのようか。
答　避難所ごとに備蓄品の一覧が表
示され、食料などの賞味期限切れ防
止に役立てることが可能となった。
また、気象データは、１時間先の雨
雲の動きをスマートフォンなどで把
握することができるようになり、避
難のタイミングなどに役立てること
ができると考えている。
要望　さまざまな機能を有する本シ
ステムは、即時性と共有化に優れて
いるが、市民の認知度は、まだ低い
と感じるため、緊急時だけでなく普
段から使用できる機能の充実も図っ
てほしい。

文教福祉分科会
障害児早期療育推進事業費に

ついて
問　医療的ケアが必要な児童とその
家族の相談援助や必要な障害福祉サ
ービスの案内などの役割を担う医療
的ケア児等コーディネーターを令和
５年度に新たに配置したが、その成
果と課題はどのようか。
答　保護者の相談に応じる環境が整
い、サービスの利用案内や各相談窓
口における支援体制の充実につなが
っている。一方で、医療的ケア児等
が過ごせる施設の不足など、課題も
見えたため、関係機関などと情報を
共有し、受け入れが進むよう取り組
んでいきたい。
要望　声を届けられない人もいると
考えるため、周知も大切だが、さま
ざまな方法を駆使して、医療的ケア
児の把握を行い、手厚いサポートと
各関係機関との連携に、庁内で横断
的に取り組んでほしい。

表丹沢野外活動センター
管理運営費について

問　本センターは、市内外から多く
の人が来場する施設を目指して、令
和５年度から指定管理者制度を導入
し、管理しているが、初年度の利用
状況はどのようか。また、指定管理
者に変更したことによる市民の声は
どのようか。

答　総利用者数は、４年度と比較し、
約 54％増加しており、市内が約 20
％、市外は約 107％増加している。
また、指定管理者に変更したことで、
キャッシュレス決済や予約サイトを
活用したネット予約が可能になるな
ど、利便性が大きく向上し、アンケ
ート結果でも、利用者から高い評価
を得ている。

訪問型個別支援事業費について
問　令和５年度から、訪問型個別支
援教室「つばさ」のサテライト運用
として、旧大根幼稚園園舎を活用し
た「はだのＥ－Ｌａｂ」を開設し、
大根・鶴巻地区に居住する児童・生
徒への支援を行っているが、開設に
よる効果と課題はどのようか。
答　東海大学生などの支援員も増加
したことで、これまで利用のなかっ
た大根・鶴巻地区において、６人の
児童・生徒が通室などの支援を受け
ることにつながった。一方、教師も
含め、児童・生徒を支援する大人が、
不登校を「問題行動として捉えない
こと」とする意識改革が必要だと考
える。

環境都市分科会
メタックス体育館はだの
管理運営費について

問　現在、トレーニングルームを利
用する際の金額設定は、２時間400
円となっているが、時間を細分化す
ることで、市民の利便性が向上し、
健康増進の観点からもプラスの要素
であると考える。使用料設定の細分
化に対する考えはどのようか。
答　アンケートや受付窓口で利用者
から細分化の意見や要望がなく、新
たな需要が見込めないことや細分化
することで収入が減少することも考
えられる。今後、市民のニーズを的
確に把握したうえで、検討していく。
要望　１時間の使用で十分だと考え
る利用者もいると思われるため、指

定管理者に任せることなく、市が直
接アンケートを取るなどして、市民
ニーズの把握と利便性向上に努めて
ほしい。

施設園芸等燃油価格高騰対策
事業費について

問　燃油価格の高騰を受け、施設園
芸等農業者の経営安定化を目的とし
て、負担軽減のための支援を行って
いるが、令和４年度と比べて補助金
の活用者が減っている理由と今後の
考えはどのようか。
答　冬場が比較的暖かったことや農
業者が燃油の使用量を工夫している
ことにより、５年度は、47 人が補
助金を活用し、４年度と比較して７
人減少している。今後も物価高騰の
状況を注視し、必要な対策を講じて
いきたいと考えている。

公共建築維持保全業務費に
ついて

問　公共施設の計画的な維持補修を
実施するため、築 30年を経過した
施設に対して行っているコンクリー
ト劣化度調査は、今後の施設利用計
画にどのように生かされるのか。ま
た、公共施設再配置計画との関わり
はどのようか。
答　調査結果は、施設の一体的整備
や再利用などの判断材料としており、
再配置計画の資料にもなっているた
め、庁内で連携を図り、真に必要な
機能を将来にわたって維持できるよ
う努めていく。
要望　計画的な維持補修と予防保全
が不可欠だと感じるため、建物利用
者の声に耳を傾け、ニーズに応えた
修理ができるよう取り組んでほしい。

▼本会議での反対討論
　はだのＥ−Ｌａｂの取り組みにお
いて、保育行政と教育行政の明確な
連携が見えてこなかったこと、学校
施設等の維持管理において、こども
園の雨漏りなど、建物等の不備が見
受けられたことなどから、反対する。

▼本会議での賛成討論
　戸川土地区画整理事業の取り組み
を前進させたこと、産科有床診療所
の開院を実現したこと、はだのＥ−
Ｌａｂの開設、無償の学習支援、寺
子屋方式の学びなど、未来を担うは
だのっ子の可能性を広げたことを評
価する。
　また、秦野名水をテーマにした環
境教育など、次世代にわたる環境づ
くりに貢献している点は、大変意義
深く、小田急線４駅周辺のにぎわい
創造プロジェクトや鶴巻温泉、震生
湖の利活用といった地域の魅力を高
める取り組みも観光や地域振興に貢
献していると考えるため、賛成する。

▼採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

一般会計に係る討論
および採決の結果

施設園芸等農業者へ必要な対策を
市民ニーズの把握と利便性向上を
（体育館トレーニングルーム） 利用者ニーズに応えた公共施設の維持補修を

市
有
地
の
有
効
活
用
を

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

（
本
庁
舎
２
階
）

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
よ
る
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を

総合防災情報システム

指定管理者制度を導入した
表丹沢野外活動センター

大根地区に開設した「はだのE−Lab」
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会派の表記について …「創和会・市民クラブ」は、略称として「創和・市民」、「ともにつくる秦野」は、略称として「ともにつくる」と表記しています。

全庁的な経費の見直しで学校給食費の
無償化の実現を

人材確保へのさらなる支援を

避難所の熱中症対策を

公　
明　
党　
　
　
中
村　
英
仁

一　
市
民
の
健
康
増
進
に
つ
い
て

問　
市
民
に
好
評
な
交
流
高
圧
電
位
治

療
器
は
、
頭
痛
・
肩
こ
り
・
便
秘
・
不

眠
症
の
緩
和
に
効
果
が
あ
り
、
厚
生
労

働
省
の
認
可
を
受
け
て
い
る
。
本
市
の

電
位
治
療
器
は
設
置
か
ら
20
年
以
上
経

過
し
て
い
る
が
、
更
新
予
定
は
ど
の
よ

う
か
。

答　
一
部
の
施
設
で
損
傷
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。
事
業
者
の
見
解
を
聞
き
な
が

ら
今
後
の
使
用
を
判
断
し
た
い
。
更
新

は
健
康
増
進
へ
の
効
果
、
利
用
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
、
在
り
方
も
含
め
、
今
後

の
方
向
性
を
見
定
め
る
。

要
望　
市
民
の
健
康
増
進
の
た
め
是
非

更
新
し
、
周
知
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二　
本
市
の
未
来
に
つ
い
て

創
和
・
市
民　
　
　
福
森　
真
司

一　
児
童
・
生
徒
の
歯
と
口
の
健
康
に

つ
い
て

問　
学
齢
期
は
児
童
・
生
徒
の
生
涯
に

わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
基
礎
を
培
う
時

期
で
あ
る
。
歯
や
口
の
健
康
保
持
増
進

の
た
め
に
学
校
・
教
育
委
員
会
は
ど
の

よ
う
な
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
る
か
。

答　
学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
く
健
康

診
断
に
お
い
て
、
学
校
歯
科
医
に
よ
る

歯
科
検
診
を
実
施
し
、
虫
歯
や
歯
周
病

等
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
発
達

段
階
に
応
じ
た
歯
に
関
す
る
知
識
や
技

能
が
身
に
付
く
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

要
望　
児
童
へ
の
フ
ッ
化
物
塗
布
や
フ

ッ
化
物
洗
口
は
歯
と
口
の
健
康
に
効
果

的
で
あ
る
た
め
、
学
校
現
場
と
歯
科
医

師
会
の
意
見
を
聞
い
て
協
議
し
な
が
ら
、

児
童
・
生
徒
の
歯
と
口
の
健
康
を
守
る

た
め
の
取
り
組
み
を
慎
重
に
進
め
て
ほ

し
い
。

二　
風
水
害
・
大
規
模
災
害
に
対
す
る

備
え
に
つ
い
て

問　
災
害
時
、
被
災
さ
れ
た
人
が
避
難

所
生
活
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
の
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
避
難
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

空
調
設
備
が
完
備
さ
れ
て
い
る
ス
ペ
ー

問　
本
市
は
現
在
、
公
共
施
設
再
配
置

計
画
第
２
期
基
本
計
画
前
期
実
行
プ
ラ

ン
の
下
進
行
し
て
い
る
が
、
令
和
６
年

７
月
「
み
ら
い
の
学
校
整
備
指
針

（
案
）」
が
提
案
さ
れ
た
。
学
校
施
設
の

在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答　
各
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
学
校
運

営
協
議
会
を
軸
に
、
子
ど
も
た
ち
を
は

じ
め
保
護
者
や
教
職
員
、
地
域
の
人
と

意
見
交
換
し
、
中
学
校
区
単
位
で
学
校

施
設
整
備
構
想
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

問　
直
近
で
は
大
根
地
区
の
学
校
が
整

備
時
期
を
迎
え
る
が
、
跡
地
活
用
す
る

際
、
民
間
企
業
や
関
係
団
体
な
ど
の
声

を
聴
く
機
会
は
設
け
る
の
か
。

答　
幅
広
く
声
を
聴
く
こ
と
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
丁
寧
に
意
見
交
換
し
な

が
ら
慎
重
に
進
め
る
。

要
望　
多
く
の
意
見
を
聴
け
る
よ
う
柔

軟
な
対
応
を
お
願
い
す
る
。

創
和
・
市
民　
　
　
八
尋　
伸
二

一　
市
内
経
済
の
安
定
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
度
の
本
市
の
産
業
構
造

は
、
従
業
者
数
で
製
造
業
が
26
％
、
次

い
で
医
療
・
福
祉
が
19
・
２
％
と
な
っ

て
い
る
。
行
政
と
し
て
本
市
の
産
業
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

答　
第
２
次
産
業
で
は
、
平
成
７
年
か

ら
約
20
年
間
で
就
業
者
数
が
約
１
万
人

減
少
し
て
い
る
一
方
、
第
３
次
産
業
の

就
業
者
数
は
増
加
し
、
産
業
構
造
は
変

化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
製
造
業
は
従

業
者
数
が
卸
売
業
・
小
売
業
よ
り
約
４

千
人
も
多
く
、
市
内
で
突
出
し
た
雇
用

を
生
ん
で
い
る
産
業
と
い
え
る
。
ま
た
、

本
市
の
製
造
業
の
出
荷
額
は
、
直
近
５

年
間
の
平
均
約
５
４
０
０
億
円
で
「
も

の
づ
く
り
の
ま
ち
」
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
昨
今
、
人
手
不
足
に
よ
る
倒
産
・

廃
業
な
ど
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
が
、

本
市
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
る
の
か
。

答　
深
刻
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
誰
も
が
自
分
に
合
っ
た
職
に
就

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
就
労
相
談
、
進

路
指
導
に
合
わ
せ
た
高
校
生
企
業
見
学

会
の
開
催
、
平
塚
市
等
近
隣
市
と
の
合

同
就
職
面
接
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

要
望　
各
種
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

と
も
に
つ
く
る　
　
古
木　
勝
久

一　
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

問　
令
和
６
年
度
か
ら
学
校
給
食
費
無

償
化
に
踏
み
切
っ
た
厚
木
市
や
南
足
柄

市
は
教
育
費
や
全
庁
的
な
経
費
の
見
直

し
で
財
源
確
保
に
努
め
て
い
る
と
聞
く

が
、
本
市
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
来
は
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減

策
の
一
環
と
し
て
、
主
に
国
が
取
り
組

残
念
な
が
ら
事
業
者
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
問
い
合
わ
せ
て
も
人
材
確
保
は
で
き

な
い
と
聞
い
て
い
る
。
現
在
、
秦
野
商

工
会
議
所
経
由
で
５
年
ご
と
に
調
査
を

し
て
い
る
が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
だ
け
で
も

毎
年
行
い
、
直
近
の
状
況
把
握
を
し
て

さ
ら
な
る
支
援
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

む
べ
き
事
項
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　
高
橋
市
長
の
決
断
で
、
中
学
校
給

食
が
始
ま
っ
た
。
任
期
中
の
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
期
待
す
る
が
、
ど
の
よ

う
か
。

答　
財
源
の
使
途
を
ど
の
よ
う
に
優
先

付
け
て
い
く
か
を
議
論
し
て
、
市
民
全

般
の
意
見
を
聞
く
中
で
、
適
正
な
使
途

を
決
め
て
い
き
た
い
。

二　
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て

問　
登
録
文
化
財
制
度
は
国
に
先
駆
け

て
、
京
都
府
京
都
市
や
東
京
都
23
区
か

ら
始
ま
っ
た
。
本
市
は
こ
の
制
度
に
つ

い
て
、
現
在
、
検
討
中
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
か
。

答　
他
自
治
体
の
実
績
や
課
題
な
ど
を

調
査
研
究
し
、
今
後
、
登
録
制
度
が
導

入
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

学校施設の在り方は多くの意見を
聴き柔軟な対応を

創
和
・
市
民　
　
　
阿
蘇　
佳
一

一　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て問　
①
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る

富
士
山
噴
火
の
想
定
は
、
②
台
風
第
10

号
に
よ
る
新
善
波
ト
ン
ネ
ル
付
近
の
り

面
崩
落
や
、
複
数
路
線
の
通
行
止
め
、

鶴
巻
や
南
矢
名
で
の
土
砂
災
害
や
冠
水

に
よ
る
床
上
浸
水
の
対
応
は
、
ど
う
か
。

答　
①
県
内
７
市
町
に
溶
岩
流
が
到
達

し
、
本
市
は
30
㌢
降
灰
の
想
定
。
②
被

災
者
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
、
土

砂
撤
去
の
助
成
制
度
を
紹
介
し
、
土
の

う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
増
設
も
検
討
す
る
。

二　
小
田
急
線
４
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い

創
造
に
つ
い
て

問　
鶴
巻
温
泉
駅
街
路
灯
の
復
旧
計
画
、

時
計
盤
に
か
か
る
樹
木
の
剪
定
、
案
内

板
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
は
感
謝
す
る
が
、

パ
ー
ラ
ー
鶴
巻
や
東
海
大
学
前
駅
グ
ル

メ
シ
テ
ィ
跡
地
の
進
展
が
な
い
。
秦
野

駅
ビ
ル
も
観
光
協
会
移
転
後
、
ま
だ
半

分
程
空
い
て
い
る
が
、
ど
う
か
。

答　
店
舗
の
休
業
や
廃
業
に
強
い
危
機

感
を
持
ち
つ
つ
、
地
域
が
求
め
る
に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
た
い
。

三　
東
海
大
学
と
の
提
携
事
業
に
つ
い

て問　
①
児
童
教
育
学
部
の
開
設
に
当
た

り
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携
は
、
②
広

域
連
携
中
学
生
洋
上
体
験
研
修
は
、
③

高
齢
者
と
の
交
流
は
、
ど
う
か
。

答　
①
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
受

け
入
れ
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
②
こ
の
研
修
が
持
続
可
能
な
運
営

体
制
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
む
。
③
キ

ャ
ン
パ
ス
で
鶴
巻
地
区
敬
老
会
が
学
生

と
交
流
し
た
。

議長の主な公務（９月～11月）
より詳細な公務日程は、
市議会ホームページで
公開しています。

横山　むらさき 議長

○９月
28日(土) ～ 29日(日)
 第77回秦野たばこ祭開会式（副議長同席）
○10月
 9日(水) ～ 10日(木)
 第19回全国市議会議長会研究フォーラム

in盛岡
20日(日) 美・緑なかいフェスティバル2024
23日(水) 第30回全国報徳サミット秦野市大会実行

委員会
27日(日)  第57回秦野市社会福祉大会及び第22回

秦野市保健福祉センターフェスティバル
29日(火)  神奈川県市議会議長会正副議長研修会・

第213回定例会
○11月
 3日(日) 第45回秦野市市民の日・令和６年度秦野

市功労者等表彰式
 6日(水)  全国温泉所在都市議会議長協議会

第105回役員会
 9日(土) 第40回全国削ろう会秦野大会

問　
平
成
31
年
４
月
の
文
化
財
保
護
法

改
正
で
は
、
市
町
村
に
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
奨
励
し

て
い
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
文
化
財
保
護
行
政
は
、
総
合
計
画

は
だ
の
２
０
３
０
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
計
画
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ス
の
利
用
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
、
お
い
し

い
秦
野
の
水
等
の
用
意
に
取
り
組
み
避

難
所
環
境
の
快
適
化
に
努
め
て
い
る
。

要
望　
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
体

育
館
等
の
熱
中
症
対
策
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
市
内
企
業
と
の
連
携
で
空
調

設
備
設
置
へ
向
け
て
の
実
証
実
験
を
検

討
し
、
防
災
の
観
点
は
も
ち
ろ
ん
、
本

市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
学
び

舎
の
環
境
改
善
に
も
努
め
て
ほ
し
い
。

市
内
事
業
者
を

人
手
不
足
か
ら
守
れ

子
育
て
支
援
、
家
計
負
担
軽
減
対
策
の
た
め
に

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

市
民
の
安
全
を
最
優
先
に

風
水
害・大
規
模
災
害
の
備
え
を

市
民
の
健
康
と
明
る
い
未
来
を

能
登
半
島
へ
の
応
援
、

台
風
第
10
号
の
被
害
支
援
を
手
厚
く

災害に強いまちづくりを

　一般質問は、９月25日、26日、27日の３
日間で行われ、18人の議員が登壇しました。
　一般質問は、４面から７面に掲載していま
す。（質問者の文責により、質問と答弁の要
旨を掲載しています。）
　各議員の記事にある二次元コードを読み込
むと、一般質問の動画を視聴できます。（通
信費は利用者の負担となります。）

一 般 質 問
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創
和
・
市
民　
　
小
山
田　
良
弘

一　

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

問　
こ
の
計
画
の
狙
い
は
何
か
。

答　
多
世
代
交
流
の
拠
点
づ
く
り
、
ま

ち
と
川
の
一
体
化
、
県
道
７
０
５
号
沿

道
利
用
を
目
指
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

50
の
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

問　
ど
の
よ
う
に
人
づ
く
り
を
行
っ
て

い
く
の
か
。

答　
市
民
が
主
体
と
な
り
、
若
手
商
業

者
も
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
勉
強
会

や
社
会
実
験
な
ど
を
地
道
に
進
め
る
。

要
望　
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
で
は
な
く
、

そ
の
効
果
を
ど
う
生
か
す
か
が
重
要
で

無　
所　
属　
　
　
石
川　
　
潤　

一　
市
内
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
に
つ

い
て

問　
令
和
６
年
度
の
水
道
水
検
査
の
結

果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
全
て
の
地
点
で
国
の
定
め
た
暫
定

目
標
値
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
下
回
っ
て
お

り
、
安
全
を
確
認
で
き
て
い
る
。

問　
六
間
配
水
場
で
20
ナ
ノ
グ
ラ
ム
検

出
し
て
い
る
が
、
要
因
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
要
因
は
不
明
だ
が
、
今
後
も
水
質

あ
る
。
人
づ
く
り
も
含
め
、
継
続
的
な

取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
。

二　
道
路
整
備
に
つ
い
て

問　
国
道
や
県
道
が
被
災
し
た
時
の
代

替
路
線
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
市
道
と
し
て
同
等
の
交
通
を
担
う

代
替
路
線
は
な
い
が
、
迂
回
路
は
あ
る

の
で
、
日
常
管
理
に
注
力
し
て
い
く
。

要
望　
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
、
渋

滞
ネ
ッ
ク
地
点
の
交
差
点
改
良
、
災
害

時
の
緊
急
輸
送
路
の
安
全
確
保
と
電
線

地
中
化
な
ど
、
生
活
利
便
性
の
向
上
と

道
路
の
強
靭
化
を
進
め
て
ほ
し
い
。

三　
広
報
広
聴
に
つ
い
て

問　
広
報
紙
が
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
の
大
き

無　
所　
属　
　
　
吉
村　
慶
一

一　
み
ん
な
で
考
え
る
み
ら
い
の
学
校

整
備
指
針
（
案
）
と
財
源
に
つ
い
て

問　
み
ん
な
で
考
え
る
み
ら
い
の
学
校

整
備
指
針
（
案
）
が
示
す
小
・
中
学
校

の
更
新
費
用
（
約
５
３
１
億
円
）
を
賄

う
主
な
財
源
は
、
市
立
幼
稚
園
・
こ
ど

も
園
の
廃
止
と
民
営
化
で
生
み
出
す

（
30
年
間
で
約
２
８
０
億
円
の
財
源
創

出
が
可
能
と
予
測
）
以
外
に
な
い
と
考

え
る
。
し
か
し
、
こ
の
指
針
に
は
、
中

学
校
区
単
位
で
行
わ
れ
る
地
域
住
民
と

の
協
議
で
、
市
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園

存
続
の
要
望
が
出
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
が

可
能
に
な
る
と
と
ら
れ
か
ね
な
い
記
述

が
あ
る
。
財
源
確
保
を
危
う
く
す
る
記

述
は
、
削
除
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
市
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
の
配
置

の
在
り
方
は
、
令
和
７
年
度
改
定
予
定

の
幼
児
教
育
・
保
育
環
境
整
備
計
画
で

決
定
さ
れ
る
。
指
摘
箇
所
の
記
述
は
、

こ
の
計
画
に
よ
り
存
続
が
決
定
し
た
市

立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
小
・

中
学
校
と
の
施
設
複
合
化
の
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

イベントの効果を生かし、
継続的な取り組みを

水道水の適切な有機フッ素化合物検査を

小・中学校の更新費用に向けた財源創出を

投票率の向上を

さらなる警報器の給付に向けたPRを

と
も
に
つ
く
る　
　
原　
　
　
聡

一　
火
災
予
防
に
つ
い
て

問　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
給
付
状
況

は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
市
内
の
幼
稚

園
・
保
育
園
・
事
業
所
な
ど
の
火
災
対

策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
90
世
帯
の
高
齢
者
世
帯
に
給
付
を

し
、
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
１

１
９
を
取
り
入
れ
た
総
合
的
な
訓
練
を

行
っ
て
い
る
。

要
望　
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
消
防
訓
練

と
、
さ
ら
な
る
警
報
器
の
給
付
に
向
け

た
Ｐ
Ｒ
に
注
力
し
て
ほ
し
い
。

二　
特
定
外
来
生
物
の
対
策
に
つ
い
て

問　
電
線
噛
害
を
も
た
ら
す
ク
リ
ハ
ラ

リ
ス
、
住
宅
被
害
を
も
た
ら
す
ア
ラ
イ

グ
マ
、
樹
木
を
枯
死
さ
せ
る
ク
ビ
ア
カ

ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害
や
対
策
、
広
報

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
ア
ラ
イ
グ
マ
は
防
除
実
施
計
画
に

基
づ
き
計
画
的
な
捕
獲
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
他
の
２
個
体
は
本
市
で
は
未
確

認
で
あ
る
が
、
関
係
団
体
と
連
携
し
注

意
喚
起
す
る
。

要
望　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
広

報
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
し
て

ほ
し
い
。
併
せ
て
幼
虫
の
痕
跡
で
あ
る

フ
ラ
ス
の
発
見
者
に
懸
賞
金
制
度
の
導

入
を
提
案
す
る
。

三　
令
和
６
年
の
台
風
第
10
号
に
よ
る

農
地
被
害
に
つ
い
て

問　
斜
面
地
が
多
い
本
市
農
業
に
お
い

て
被
害
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
２
１
１
カ
所
の
被
害
報
告
が
あ
り
、

１
４
０
カ
所
が
補
助
対
象
で
あ
る
。

要
望　
農
地
の
地
域
計
画
に
防
災
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
共
有
や
土
砂
流
出
防
止

事
業
に
も
支
援
し
て
ほ
し
い
。

創
和
・
市
民　
　
　
大
塚　
　
毅

一　
投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て
（
ｖ
ｏ

ｌ
．
２
）

問　
令
和
６
年
度
の
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
の
人
員
が
兼
任
か
ら
専
任
に
な

っ
た
経
緯
と
背
景
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
求
め
ら
れ
る
役
割
増
加
と
５
年
度

の
組
織
・
執
行
体
制
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
踏

ま
え
、
事
務
局
長
を
専
任
で
配
置
し
た
。

問　
組
織
体
制
見
直
し
に
よ
る
現
在
の

状
況
と
今
後
の
展
望
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
現
在
、
投
票
率
低
下
の
要
因
を
分

析
し
、
「
投
票
率
等
の
向
上
に
係
る
取

組
方
針
」
を
策
定
し
て
お
り
、
今
後
は

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
年

度
内
に
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

問　
会
議
を
傍
聴
し
、
年
代
別
の
分
析

か
ら
、
若
年
層
の
対
応
に
注
力
し
て
い

る
と
感
じ
た
が
、
主
権
者
教
育
の
取
り

組
み
と
今
後
の
展
開
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
６
年
度
も
市
内
の
高
校
へ
出
前
講

座
を
実
施
予
定
で
、
方
針
策
定
後
、
小

・
中
学
生
を
対
象
に
模
擬
投
票
を
予
定

し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
は
、
秦
野
こ

ど
も
未
来
づ
く
り
会
議
で
、
子
ど
も
た

ち
が
考
え
た
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
を

市
に
対
し
、
提
出
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
教
育
長
の
主
権
者
教
育
へ
の
認
識

と
今
後
の
展
望
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
物
の
大
人
の
背
中
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
課
題
を
自
分
ご
と
と
し
て
考
え
る
は

だ
の
っ
子
を
育
ん
で
い
く
。

要
望　
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
投
票
率

等
の
向
上
に
係
る
取
組
方
針
策
定
な
ど
、

予
想
以
上
に
動
い
た
１
年
で
あ
っ
た
。

地
方
か
ら
国
を
動
か
す
上
で
も
、
成
功

事
例
を
一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

議 会 の 動 向
○８月
 30日（金） ・議会運営委員会
○９月
 4日（水） ・第３回定例月会議開会
  ・議会運営委員会
 6日（金） ・本会議（議案審議）
 11日（水） ・予算決算常任委員会（総括質疑・歳入の質疑）
  ・代表者会議
  ・議会運営委員会
 12日（木） ・ 予算決算常任委員会

 　（令和５年度決算・総務分科会）
 13日（金） ・ 予算決算常任委員会

 　（令和５年度決算・文教福祉分科会）
 17日（火） ・ 予算決算常任委員会

 　（令和５年度決算・環境都市分科会）
 19日（木） ・文教福祉常任委員会
  ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
 20日（金） ・環境都市常任委員会
  ・予算決算常任委員会（環境都市分科会）
 24日（火） ・議会運営委員会
 25日（水） ・本会議（一般質問）
 26日（木） ・本会議（一般質問）
 27日（金） ・本会議（一般質問・議案審議）
 30日（月） ・予算決算常任委員会（総務分科会）
  ・文教福祉常任委員会
○10月
 2日（水） ・予算決算常任委員会
  ・第３回定例月会議閉会
  ・代表者会議
  ・議会運営委員会
  ・議会報編集委員会
 16日（水） ・代表者会議
  ・議員連絡会
  ・議会運営委員会
  ・常任委員会（総務・文教福祉・環境都市）
 29日（火） ・代表者会議
  ・議会報編集委員会
  ・議会運営委員会

さ
で
あ
る
理
由
は
何
か
。

答　
新
聞
紙
を
折
り
畳
ん
だ
大
き
さ
で

扱
い
や
す
く
、
情
報
量
も
多
く
入
る
。

要
望　
全
国
各
都
市
で
は
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
広
報
誌
が
普
及
し
て
い
る
。
手
に
取

っ
て
見
や
す
く
、
保
管
も
容
易
。
ペ
ー

ジ
ご
と
に
記
事
が
整
理
で
き
分
か
り
や

す
い
の
で
、
導
入
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

問　
大
根
中
学
校
区
で
は
全
市
に
先
駆

け
て
、
こ
の
10
月
か
ら
学
校
整
備
指
針

（
案
）
の
協
議
が
始
ま
る
。
ひ
ろ
は
た

こ
ど
も
園
存
続
の
強
い
要
望
が
出
さ
れ

た
場
合
ど
う
す
る
の
か
。

答　
市
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
の
配
置

の
在
り
方
は
、
幼
児
教
育
・
保
育
環
境

整
備
計
画
で
決
定
さ
れ
る
。

意
見　
そ
の
時
は
私
も
反
対
し
た
が
、

旧
大
根
幼
稚
園
と
大
根
小
学
校
の
施
設

統
合
計
画
が
、
地
元
の
反
対
で
で
き
な

か
っ
た
歴
史
も
あ
る
。
誤
解
を
招
く
記

述
は
残
す
べ
き
で
は
な
い
。

検
査
を
行
い
、
結
果
を
注
視
す
る
。
国

も
各
水
道
事
業
者
に
調
査
を
依
頼
し
、

検
出
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

問　
年
１
回
の
検
査
だ
が
、
回
数
に
つ

い
て
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
他
の
水
道
管
理
目
標
設
定
項
目
と

同
様
、
年
１
回
の
検
査
と
し
て
市
水
質

検
査
計
画
に
位
置
付
け
て
い
る
。

二　
防
災
・
減
災
の
対
応
に
つ
い
て

問　
神
奈
川
県
西
部
地
震
で
発
生
し
た

断
水
や
水
道
水
の
濁
り
の
要
因
は
ど
の

よ
う
か
。
ま
た
、
市
民
へ
の
情
報
発
信

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
緊
急
遮
断
弁
が
12
カ
所
で
作
動
し
、

断
水
や
水
道
水
の
濁
り
が
発
生
し
た
。

第
１
報
を
地
震
発
生
か
ら
81
分
後
に
緊

急
情
報
メ
ー
ル
な
ど
で
発
信
し
た
。

問　
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
へ
の
応

急
給
水
や
給
水
車
な
ど
の
資
機
材
の
配

備
状
況
、
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
地
震
発
生
か
ら
24
時
間
以
内
に
運

搬
給
水
が
必
要
な
避
難
所
や
災
害
時
医

療
救
護
所
を
特
定
し
、
運
搬
給
水
を
行

う
。
給
水
の
拠
点
は
、
浄
水
管
理
セ
ン

タ
ー
な
ど
６
カ
所
あ
り
、
給
水
車
２
台

と
可
搬
型
給
水
タ
ン
ク
３
台
で
給
水
を

行
う
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

「
投
票
率
向
上
の
取
組
方
針
」策
定
に

選
挙
管
理
委
員
会
が
動
く

想
定
外
の
災
害
に
も
困
ら
な
い
道
路
整
備
、

市
民
に
寄
り
添
っ
た
広
報
広
聴
の
充
実
を

小・中
学
校
の
更
新
財
源
は
、市
立
幼
稚
園・

こ
ど
も
園
の
廃
止
な
ど
で
つ
く
れ

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
検
査
と

災
害
対
応
は
適
切
な
の
か

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

更
新
は
お
済
み
で
す
か
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市
民
の
健
康
に
つ
い
て

と
も
に
つ
く
る　
　
桑
原　
昌
之

一　
８
月
の
災
害
対
応
に
つ
い
て

問　
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」

発
表
後
や
神
奈
川
県
西
部
地
震
、
台
風

第
10
号
に
よ
る
大
雨
の
際
、
職
員
の
配

備
体
制
、
参
集
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
た
迅
速

な
参
集
だ
け
で
な
く
、
参
集
基
準
に
該

当
し
な
い
職
員
も
自
主
参
集
す
る
な
ど
、

全
庁
的
に
対
応
に
当
た
っ
た
。

要
望　
８
月
30
日
の
大
雨
時
に
は
登
庁

に
大
幅
な
時
間
を
要
し
た
り
、
登
庁
で

き
な
か
っ
た
職
員
も
お
り
、
一
般
業
務

に
支
障
が
あ
っ
た
と
も
聞
い
て
い
る
。

志　
政　
会　
　
　
風
間　
正
子

一　
ご
み
の
削
減
に
つ
い
て

問　
生
ご
み
を
減
少
す
る
こ
と
は
、
可

燃
ご
み
の
減
量
に
効
果
的
と
考
え
る
が
、

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
自
治
会
へ
の
出

前
講
座
な
ど
に
お
い
て
、
周
知
啓
発
を

行
っ
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
女
性
部

と
協
働
し
、
講
演
会
を
開
催
す
る
。

二　
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い

て問　
市
長
は
、
不
登
校
や
障
害
の
あ
る

子
ど
も
な
ど
に
対
す
る
居
場
所
づ
く
り

に
取
り
組
む
団
体
と
懇
談
会
を
行
っ
た

が
、
今
後
の
展
開
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
関
係
団
体
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、

意
見
交
換
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
た
め

の
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
子
育
て
環
境

の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

要
望　
他
市
町
村
の
取
り
組
み
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
新
た
な

学
び
の
場
の
充
実
の
た
め
、
各
関
係
機

関
な
ど
と
連
携
し
、
よ
り
よ
い
支
援
に

無　
所　
属　
　
　
伊
藤　
大
輔

一　
持
続
可
能
な
財
政
に
つ
い
て

問　
本
市
の
自
主
財
源
比
率
49
・
７
％

は
県
内
16
市
中
、
ワ
ー
ス
ト
３
位
。
歳

入
の
根
幹
を
な
す
市
税
減
少
の
主
な
要

因
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
個
人
市
民
税
は
、
少
子
超
高
齢
社

志　
政　
会　
　
　
高
橋　
文
雄

一　
﹁
竹
﹂
の
活
用
に
つ
い
て

問　
竹
は
身
近
な
資
源
と
し
て
利
用
さ

れ
て
き
た
が
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に

放
置
竹
林
が
拡
大
し
て
い
る
。
竹
林
整

備
の
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。　

答　
令
和
元
年
度
か
ら
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
て
整
備
を
促
進
し
て
い
る
。

５
年
度
は
５
団
体
、
１
・
64
㌶
の
竹
林

整
備
に
32
万
２
千
円
の
補
助
を
行
っ
た
。

チ
ッ
プ
や
パ
ウ
ダ
ー
に
加
工
し
肥
料
な

ど
と
し
て
活
用
し
て
い
る
先
進
事
例
も

あ
る
。
本
市
に
と
っ
て
有
効
な
活
用
方

法
を
研
究
し
、
竹
資
源
の
利
用
拡
大
と

と
も
に
つ
く
る　
田
中　
め
ぐ
み　

一　
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

問　
一
時
預
か
り
を
利
用
す
る
理
由
は
、

就
労
が
一
番
多
い
た
め
、
よ
り
多
く
の

人
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
改
善
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を
進
め
る
。

問　
保
育
短
時
間
利
用
の
就
労
時
間
を

48
時
間
に
下
げ
、
長
期
的
に
勤
め
る
保

育
士
に
補
助
金
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

答　
待
機
児
童
や
保
留
児
童
の
発
生
に

つ
な
が
る
。
民
間
保
育
所
な
ど
と
連
携

し
、
保
育
士
確
保
に
努
め
る
。

二　
震
生
湖
の
整
備
に
つ
い
て

公　
明　
党　
　
　
間
地　
　
薫

一　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

問　
国
は
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

費
用
に
つ
い
て
、
公
費
で
補
助
す
る
定

期
接
種
に
含
め
る
方
針
を
決
め
た
。
本

市
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
助
成
の
考
え
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
厚
生
労
働
省
が
有
効
性
や
安
全
性

の
見
解
を
示
し
、
定
期
接
種
化
の
見
通

し
が
立
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
対
象
年

齢
や
助
成
金
額
を
検
討
し
て
い
く
。

要
望　
既
に
助
成
を
し
て
い
る
自
治
体

で
は
助
成
金
額
が
低
い
と
接
種
率
が
低

い
と
の
デ
ー
タ
が
出
て
い
る
。
働
き
盛

り
の
50
歳
以
上
を
対
象
に
、
ワ
ク
チ
ン

を
希
望
す
る
人
が
接
種
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

二　
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

技
術
職
の
充
実
や
居
住
地
域
を
考
慮
し

た
職
員
採
用
や
採
用
後
の
本
市
へ
の
在

住
を
促
進
し
、
災
害
対
応
の
よ
り
一
層

の
充
実
へ
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

問　
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用

に
よ
っ
て
庁
内
各
課
の
連
携
が
充
分
に

図
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
市
民
向
け
の

広
報
活
動
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
課

題
が
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
か
。

答　
緊
急
情
報
メ
ー
ル
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の
お
知
ら
せ
の
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
や
Ｘ
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を

用
い
て
情
報
発
信
を
行
っ
た
。
「
緊
急

情
報
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
分
か
り
づ
ら

い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

緊
急
時
に
は
、
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ

ム
に
誘
導
し
や
す
い
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
と

な
る
よ
う
見
直
し
を
進
め
る
。

要
望　
災
害
時
に
市
民
は
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報

収
集
を
行
う
。
市
民
の
安
全
、
安
心
の

た
め
に
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
的
確
な
情

報
発
信
が
求
め
ら
れ
る
。
よ
り
分
か
り

や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
て
ほ
し
い
。

努
め
て
ほ
し
い
。

三　
災
害
時
の
各
課
の
対
応
に
つ
い
て

問　
台
風
第
10
号
は
、
本
市
に
お
い
て

も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
が
、
罹

災
証
明
書
の
発
行
や
住
宅
の
消
毒
に
つ

い
て
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
被
害
は
、
大
根
・
鶴
巻
地
区
に
集

中
し
て
い
た
た
め
、
被
害
件
数
も
早
期

に
特
定
し
、
被
災
者
支
援
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
浸
水
被
害
を
受
け

た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
各
部
局
で
連
携

し
、
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
消
毒

作
業
を
実
施
し
た
。

会
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
固

定
資
産
税
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

降
の
地
価
の
下
落
が
土
地
評
価
額
に
影

響
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

問　
全
国
的
に
は
、
市
税
を
増
や
し
て

い
る
勝
ち
組
の
自
治
体
も
あ
る
た
め
、

市
税
の
減
少
を
時
代
背
景
な
ど
の
外
的

要
因
の
せ
い
に
し
て
は
い
け
な
い
。
施

策
で
対
策
で
き
る
の
は
個
人
市
民
税
と

固
定
資
産
税
の
ど
ち
ら
と
考
え
る
か
。

答　
個
人
市
民
税
は
、
移
住
・
定
住
施

策
に
よ
る
人
口
増
加
が
大
事
で
あ
る
が
、

固
定
資
産
税
は
、
地
価
を
行
政
で
上
げ

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

意
見　
移
住
者
１
人
当
た
り
10
万
円
の

個
人
市
民
税
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
１
０
０
０
人
の
移
住
で
年
間
１
億

円
の
税
収
増
と
な
り
、
５
年
間
で
５
億

竹
林
整
備
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

意
見　
他
市
の
実
例
を
参
考
に
、
調
査

検
討
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

二　
名
水
で
の
陸
上
養
殖
に
つ
い
て

問　
近
年
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海

洋
汚
染
や
人
体
か
ら
５
㍉
大
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
片
が
検
出
さ
れ
る
な
ど
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
良
質
で
豊
富
な
秦
野
名

水
の
利
活
用
と
ブ
ラ
ン
ド
化
向
上
の
た

め
、
水
産
物
の
養
殖
に
つ
い
て
の
考
え

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
陸
上
養
殖
は
、
令
和
６
年
１
月
１

日
現
在
、
全
国
６
６
２
件
が
登
録
し
て

い
る
が
、
開
設
経
費
、
養
殖
技
術
、
販

問　
工
事
は
６
月
着
工
の
は
ず
だ
が
、

始
ま
っ
て
い
な
い
。
地
権
者
と
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
工
事
着
工
に
必
要
な
起
工
承
諾
を

７
月
に
得
て
い
る
。

問　
震
生
湖
開
発
地
主
組
合
に
書
面
で

了
承
を
得
て
、
里
山
保
全
団
体
に
よ
る

活
動
の
拡
大
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　
調
整
を
進
め
る
。
活
動
区
域
を
拡

大
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　
県
で
は
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
乳
が
ん
検
診

を
行
い
、
受
診
率
向
上
と
正
し
い
知
識

の
普
及
に
努
め
て
い
る
。
本
市
で
も
取

り
入
れ
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

答　
日
常
の
買
い
物
の
つ
い
で
に
受
け

ら
れ
る
こ
と
は
受
診
促
進
に
つ
な
が
る

と
思
う
が
、
先
進
自
治
体
の
事
例
な
ど

も
参
考
に
今
後
研
究
し
て
い
く
。

三　
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

問　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
は
男
女
差
が
あ
る

と
聞
く
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、

三
角
巾
を
同
梱
す
る
こ
と
が
適
当
と
思

う
が
、
市
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
一
分

遅
れ
る
と
救
命
率
が
10
％
低
下
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
三
角
巾
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
方

法
が
あ
る
有
効
な
機
材
と
考
え
る
。

要
望　
同
梱
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

売
ル
ー
ト
な
ど
に
難
点
が
あ
り
撤
退
も

多
く
、
い
ま
だ
課
題
が
多
い
。

意
見　
公
共
施
設
で
の
試
行
も
多
く
あ

る
。
２
０
２
０
年
、
国
は
「
養
殖
業
成

長
産
業
化
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
実

態
把
握
、
資
機
材
導
入
支
援
を
開
始
し

た
。
本
市
も
「
名
水
そ
だ
ち
の
ハ
マ
チ
」

な
ど
ブ
ラ
ン
ド
創
設
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ほ
か
、
市
の
花
・
な
で
し
こ
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

問　
中
井
町
と
事
務
協
定
を
結
び
、
副

湖
の
整
備
や
、
自
然
な
形
で
環
境
整
備

を
し
て
は
ど
う
か
。

答　
中
井
町
と
協
議
し
、
進
め
て
い
く
。

三　
副
市
長
２
人
制
に
つ
い
て

問　
７
年
ほ
ど
で
管
理
職
が
24
人
増
加

し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
ど
う
か
。

答　
根
拠
は
な
い
。

問　
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
職
務
範
囲

を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
副
市
長
１
人
で

の
体
制
が
可
能
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
副
市
長
と
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

役
割
が
違
う
た
め
、
今
の
体
制
が
ベ
ス

ト
だ
と
考
え
て
い
る
。

円
の
税
収
増
に
つ
な
が
る
。
だ
か
ら
、

ど
こ
の
自
治
体
も
子
育
て
世
帯
の
移
住

促
進
を
図
る
た
め
に
、
３
つ
の
無
償
化

（
医
療
費
・
保
育
料
・
給
食
費
）
を
競

っ
て
い
る
。
次
の
テ
ー
マ
は
人
材
不
足

で
、
医
療
従
事
者
、
運
転
手
、
職
員
、

保
健
師
、
介
護
士
、
保
育
士
、
教
員
、

農
の
担
い
手
な
ど
、
人
が
い
な
く
な
り
、

基
本
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
な
く

な
っ
た
自
治
体
が
負
け
組
と
な
る
。
保

育
士
等
就
労
促
進
給
付
金
の
よ
う
な
制

度
を
充
実
さ
せ
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
移
住
促
進
も
図
る
べ
き
だ
。

一
般
質
問
一
般
質
問
は
４
面・

５
面・７
面
に
も
掲
載

（

）

管理職増加の効果確認を

AEDに三角巾の同梱を

子どもたちの新たな学びの場の充実を

市民の安全、安心のため、
より分かりやすい情報発信を

竹林整備の調査検討を

８
月
の
災
害
対
応
を
教
訓
に

大
地
震
、
大
型
台
風
に
備
え
よ

は
だ
の
名
水
そ
だ
ち
の

ハ
マ
チ
な
ど
の
養
殖
を

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
の
充
実
に
向
け
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
よ
り
よ
い
支
援
を

曖
昧
さ
を
排
除
し
た

確
実
に
市
税
が
増
え
る
施
策
の
展
開
を

7
年
で
管
理
職
24
人
増
加

そ
の
効
果
を
確
認
せ
よ

市税の82％は個人市民税と
固定資産税で成り立っている
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陳
情

意
見
書

電
子
地
域
通
貨
事
業
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
ポ
イ
ン
ト
バ
ッ
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
た
め
の
補
正
予
算
を
可
決

小
学
校
教
師
用
教
科
書
お
よ
び
指
導
書
の

取
得
を
追
認

現
行
の
健
康
保
険
証
と
マ
イ
ナ
保
険
証
の
両
立
を

求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情
は
不
採
択

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
廃
止
に
伴
い
、

返
還
に
係
る
過
料
の
規
定
を
削
除

議
案
第
46
号　
動
産
の
取
得
の
追
認
に

つ
い
て

議
案
第
47
号　
動
産
の
取
得
の
追
認
に

つ
い
て

▼
提
案
理
由

　

小
学
校
教
科
書
の
採
択
替
え
に
伴
い
、

令
和
２
年
度
、
６
年
度
に
、
そ
れ
ぞ
れ

購
入
し
た
小
学
校
教
師
用
教
科
書
お
よ

び
指
導
書
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
第
３
条
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
議
決
を
経
て
取
得
す
べ

き
と
こ
ろ
、
当
該
事
務
の
執
行
過
程
に

お
い
て
、
教
科
書
な
ど
の
購
入
が
、
同

条
例
に
規
定
す
る
動
産
の
取
得
に
当
た

る
と
い
う
認
識
が
欠
如
し
て
お
り
、
議

会
の
議
決
を
経
ず
に
購
入
し
て
い
た
た

め
、
追
認
を
求
め
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

令
６
陳
情
第
８
号
、
９
号
お
よ
び
12
号　

現
行
の
健
康
保
険
証
と
マ
イ
ナ
保
険
証

の
両
立
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

▼
願
意

　

国
に
対
し
、
令
和
６
年
12
月
２
日
実

施
予
定
の
健
康
保
険
証
廃
止
を
中
止
し
、

現
行
の
健
康
保
険
証
と
マ
イ
ナ
保
険
証

の
両
立
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
て

ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

意
見　
全
国
的
に
も
現
行
の
健
康
保
険

証
を
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多
く

あ
り
、
医
療
機
関
に
お
け
る
事
務
手
続

の
負
担
増
大
、
ま
た
情
報
漏
洩
の
懸
念

も
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
採
択
す
べ
き

で
あ
る
。

意
見　
現
在
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

議
案
第
40
号　
秦
野
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い

て

▼
提
案
理
由

　

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
従
来
の
健
康
保
険
証
が
廃
止
と
な

る
こ
と
に
伴
い
、
被
保
険
者
証
の
返
還

に
応
じ
な
い
場
合
に
過
料
を
科
す
規
定

を
削
除
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

か
ら
調
べ
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。

問　
不
利
益
な
情
報
も
十
分
に
市
民
に

提
供
し
、
市
民
が
接
種
す
る
か
、
し
な

い
か
の
自
己
決
定
を
行
え
る
よ
う
に
徹

底
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
本
市
は
ど

の
よ
う
に
考
え
、
行
動
し
て
い
る
か
。

答　
一
人
一
人
が
接
種
に
つ
い
て
正
し

い
判
断
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
正
し

い
知
識
や
情
報
の
発
信
に
努
め
る
。
ま

た
、
接
種
を
受
け
る
人
が
十
分
に
理
解

で
き
る
説
明
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
医

療
機
関
に
協
力
を
仰
ぎ
、
市
民
が
安
心

で
き
る
円
滑
な
体
制
を
整
え
た
い
。

創
和
・
市
民　
　
　
横
溝　
泰
世

一　
合
理
的
配
慮
の
提
供
の
義
務
化
に

つ
い
て

問　
平
成
18
年
12
月
の
国
連
総
会
で
障

害
者
権
利
条
約
が
採
択
さ
れ
、
国
内
で

は
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、

25
年
６
月
に
障
害
者
差
別
解
消
法
が
制

定
さ
れ
た
。
そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
法
整

備
に
よ
る
改
革
が
進
み
、
令
和
６
年
４

月
、
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
禁
止
に

お
け
る
障
害
の
あ
る
人
へ
の
合
理
的
配

慮
が
、
民
間
事
業
者
は
努
力
義
務
か
ら

義
務
へ
と
改
正
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
中
、

市
民
や
事
業
者
へ
の
普
及
啓
発
の
取
り

組
み
、
市
職
員
や
教
職
員
へ
の
研
修
は

ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
県
と
同
様
、
相

談
事
案
の
解
決
を
目
指
す
合
理
的
配
慮

の
実
現
に
向
け
た
調
整
委
員
会
を
設
置

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
障
害
者
支
援
懇
話
会
や
当
事
者
団

体
の
協
力
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
体
験

発
表
を
聞
き
、
障
害
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、
理
解
を
深
め
る
研
修
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
民
間
事
業
者
に
対
し
て

の
協
力
に
つ
い
て
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

志　
政　
会　
　
　
中
村　
知
也

一　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

に
つ
い
て

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
夥

お
び
た
だし
い

数
の
健
康
被
害
を
生
ん
で
い
る
。
国
の

予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
の
死
亡

認
定
者
数
は
８
３
５
件
で
あ
り
、
日
々

議
案
第
42
号　
令
和
６
年
度
秦
野
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て

▼
提
案
理
由

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
や
電
子
地
域

通
貨
事
業
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
ポ
イ

ン
ト
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
た

め
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
４
１
７

万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

▼
補
正
予
算
の
概
要

○
児
童
扶
養
手
当
費

　

国
の
こ
ど
も
未
来
戦
略
に
基
づ
く
児

童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

令
和
６
年
11
月
分
か
ら
、
第
３
子
以
降

の
加
算
額
お
よ
び
支
給
額
の
決
定
に
係

る
所
得
制
限
限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
予
算
を
追
加

す
る
も
の
。

○
電
子
地
域
通
貨
事
業
費

　

物
価
高
の
影
響
を
受
け
る
地
域
経
済

で
周
知
し
た
。
今
後
と
も
、
全
て
の
市

民
が
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔

て
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重

し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現

に
向
け
、
一
層
精
進
し
て
い
く
。

二　
移
動
困
難
者
の
交
通
手
段
に
つ
い

て問　
民
間
事
業
者
や
路
線
外
で
の
移
動

困
難
者
の
対
応
策
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
地
域
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
利
用

し
た
い
時
間
や
場
所
を
確
認
し
、
現
状

と
利
用
者
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
し
、

持
続
可
能
な
運
行
を
検
討
し
て
い
く
。

増
え
続
け
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る
副

反
応
報
告
と
救
済
制
度
の
利
用
の
相
談

や
申
請
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
４
年
度
か
ら
現
時
点
ま
で
、

申
請
12
件
、
認
定
９
件
、
否
認
１
件
、

承
認
待
ち
２
件
、
相
談
中
３
件
で
あ
る
。

問　
国
の
救
済
制
度
の
死
亡
認
定
者
数

の
う
ち
、
突
然
死
は
２
２
６
件
に
上
る
。

申
請
な
し
に
亡
く
な
る
人
も
多
い
と
い

わ
れ
る
。
全
国
と
本
市
に
お
い
て
原
因

不
明
の
死
者
数
の
増
加
の
傾
向
が
継
続

し
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
本
市
は
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答　
高
齢
者
で
亡
く
な
る
人
が
増
加
し

た
た
め
と
認
識
し
て
い
る
。

意
見　
死
者
数
増
加
の
原
因
を
調
査
す

べ
き
だ
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

の
下
支
え
を
目
的
と
し
て
、
６
年
12
月

１
日
か
ら
開
始
す
る
電
子
地
域
通
貨
事

業
に
合
わ
せ
て
、
国
の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
た
「
ポ
イ
ン
ト
バ
ッ

ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る
た
め
、

予
算
を
追
加
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
電
子
地
域
通
貨
導
入
に
向
け
、
事

業
者
お
よ
び
市
民
へ
の
説
明
会
の
開
催

状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
８
月
の
初
旬
に
事
業
者
向
け
の
説

明
会
を
開
催
し
、
市
民
向
け
の
説
明
会

は
ス
タ
ー
ト
前
の
11
月
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
支
援
の
説
明
会
の

開
催
を
考
え
て
い
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
本
事
案
が
生
じ
た
理
由
と
し
て
は
、

教
科
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
デ
ジ

タ
ル
版
と
の
セ
ッ
ト
販
売
な
ど
に
よ
り
、

単
価
が
上
昇
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
が
、
ど
う
か
。
ま
た
、
２
年
度
よ
り

前
の
購
入
金
額
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
６
年
度
購
入
分
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル

版
と
の
セ
ッ
ト
販
売
が
増
え
、
一
例
だ

が
、
算
数
の
上
巻
に
つ
い
て
は
、
２
年

度
と
比
較
し
、
７
万
７
千
円
上
昇
し
て

お
り
、
全
体
と
し
て
購
入
金
額
が
２
千

万
円
以
上
と
な
っ
た
。
ま
た
、
２
年
度

よ
り
前
の
購
入
で
は
、
２
千
万
円
を
下

回
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

率
は
低
い
が
、
本
市
で
は
医
療
機
関
の

９
割
以
上
が
マ
イ
ナ
保
険
証
に
対
応
で

き
る
こ
と
、
ま
た
資
格
確
認
書
も
職
権

で
交
付
さ
れ
、
従
来
の
健
康
保
険
証
と

同
様
に
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
現
行

の
健
康
保
険
証
が
廃
止
と
な
っ
て
も
問

題
な
い
と
考
え
る
た
め
、
不
採
択
と
す

べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

資
格
確
認
書
は
現
行
の
健
康
保
険
証

と
同
様
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
運

用
上
問
題
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

Ｄ
Ｘ
戦
略
が
進
ん
で
い
る
韓
国
で
は
、

カ
ー
ド
を
紛
失
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次

い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

死者数増加の原因調査を

誰もが共に生きる社会の実現を

第２回（８月）臨時会議 秦野市副市長の選任についてなどを
審議するため、第２回（８月）臨時
会議が８月19日に開催されました。

誰
も
が
共
に
生
き
る
社
会
を

目
指
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
健
康
被
害
を

調
査
し
、
市
民
に
伝
え
よ

議
案
審
議
議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

区
分

議案
番号 　　件　　名

採
決
の
結
果

市
長
提
出

議
案

第32号 秦野市副市長の選任について 同意
第33号 秦野市固定資産評価員の選任について 同意

報告案件 専決処分の報告について（市道の管理瑕疵に係る損害賠償について

＜第2回（8月）臨時会議の審議結果一覧表＞

▲

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

議案などの資料は、
秦野市議会ホームページで
ご覧いただけます。

　市議会では、市民に議会の様子を広くお伝えするた
め、本会議映像のインターネット配信を行っています。
　配信方法は、議場の様子をそのままお伝えする「生中
継」と、24時間いつでも視聴できる「録画中継」の２種
類です。また、スマートフォンやタブレット端末からも視
聴することができます。
　多くの皆様のアクセスをお待ちしております。

こちらから
アクセス

本会議はインターネットで
生＆録画中継しています！
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区
分

議案等
番号 　件　　名

採
決
の
結
果

志政会 創和会・
市民クラブ

ともに
つくる秦野 公明党 無所属

小
菅
基
司

高
橋
文
雄

風
間
正
子

川
口
　
薫

今
井
　
実

相
原
　
學

中
村
知
也

福
森
真
司

横
溝
泰
世

阿
蘇
佳
一

大
野
祐
司

八
尋
伸
二

小
山
田
良
弘

大
塚
　
毅

古
木
勝
久

原
　
　
聡

桑
原
昌
之

田
中
め
ぐ
み

中
村
英
仁

横
山
む
ら
さ
き

間
地
　
薫

伊
藤
大
輔

吉
村
慶
一

石
川
　
潤

市
長
提
出
議
案

第40号 秦野市国民健康保険条例の一部を改正することについて
（７面） 可決 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 ●●〇● 〇

議
長
（
※
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

〇 〇 〇 ●

第41号 秦野市建築基準条例の一部を改正することについて 可決 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇

第42号 令和６年度秦野市一般会計補正予算（第４号）を定める
ことについて（７面） 可決 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇 〇 ● 〇 ●

第43号 令和６年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第１
号）を定めることについて 可決 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇

第44号 秦野市教育委員会の委員の選任について 同意

第45号 秦野市固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同意

第46号 動産の取得の追認について（７面） 可決 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇議長
（
※
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

〇〇〇〇

第47号 動産の取得の追認について（７面） 可決 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇 〇 〇〇〇

第48号 損害賠償の額を定めることについて 可決 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇

第49号 令和６年度秦野市一般会計補正予算（第３号）を定める
ことについて（１面） 可決 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇

第50号 令和６年度秦野市一般会計補正予算（第５号）を定める
ことについて（１面） 可決 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇

諮　問
第１号

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることにつ
いて

適当で
ある旨
答申

諮　問
第２号

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることにつ
いて

適当で
ある旨
答申

陳
情

令６陳情
第５号 秦野市議会議員選挙における投票日の変更を求める陳情 審査継続 審査継続 … 所管委員会において、定例月会議の期間を終えても

なお審査又は調査を継続すること
令６陳情
第８号

現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見書
提出の陳情（７面） 不採択 ●●●●●●● ●●●●●●● 〇〇〇〇 ●

議
長

● ● ● 〇

令６陳情
第９号

現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見書
提出の陳情（７面） 不採択 ●●●●●●● ●●●●●●● 〇〇〇〇 ● ● ● ● ●

令６陳情
第10号

子宮頸がん予防ワクチン（ＨＰＶワクチン）接種後の健
康被害救済についての陳情 審査継続 審査継続 … 所管委員会において、定例月会議の期間を終えても

なお審査又は調査を継続すること
令６陳情
第12号

現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見書
提出の陳情（７面） 不採択 ●●●●●●● ●●●●●●● 〇〇〇〇 ●議長● ● ● 〇

報告案件
（3件）

令和５年度一般会計継続費精算報告書／令和５年度公共下水道事業会計継続費精算報告書／令和５年度健全化判断比率及び資金不足比率
について

ヘアースタジオPure
カット・カラー・パーマ・ヘアセット・着付け

　　　〒259-1305　秦野市堀川5-23 

　　　　　　　　TEL　0463　-　87　-　0819 

　　　　　営業時間　　9:00～17:00　 

　　定休日　毎週火曜日・第３月曜日（完全予約制）

広告

広告

詳しくは
こちらから

※会議の日程、時刻は変更することがあります。

とき 開 議 時 間 会 議 名 内　容
11月27日（水） 午前９時 本　会　議 開会・提案説明

11月29日（金） 午前９時 本　会　議 議案審議
委　員　会 議会運営委員会

12月 3日（火）

午前９時 30分 常任委員会

総　　務
予算決算（総務分科会）

12月 4日（水） 文教福祉
予算決算（文教福祉分科会）

12月 5日（木） 環境都市
予算決算（環境都市分科会）

12月 6日（金） 委　員　会 議会運営委員会
12月 9日（月）

午前９時 本　会　議 一般質問12月10日（火）
12月11日（水）
12月12日（木） 予　備　日

12月16日（月）午前９時 45分 常任委員会 予算決算（座長報告・採決）
本　会　議 委員長報告・議案審議・閉会

第 4回（12月）定例月会議日程

＜第3回（9月）定例月会議の審議結果一覧表（２面・決算に係る採決を除く。）＞ ○：賛成　　●：反対

議案などの資料は、
秦野市議会ホームページで
ご覧いただけます。
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